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鎌
倉
･
逗
子
･
葉
山
を
中

心
に
住
宅
建
設
を
展
開
す
る

「
ダ
ン
ハ
ウ
ス
」（
逗
子
市
・

石
渡
良
太
社
長
）
の
１
０
０

棟
目
の
住
宅
が
５
月
下
旬
鎌

倉
市
腰
越
に
竣
工
す
る
。

　
昨
年
７
月
下
旬
に
工
事
着

工
。
今
年
３
月
に
は
外
壁
ま

で
完
成
し
室
内
の
テ
ラ
コ
ッ

タ
や
ブ
リ
ッ
ク
張
り
が
手
作

業
で
行
わ
れ
た
。
４
月
中
旬

か
ら
始
ま
っ
た
内
装
の
珪
藻

土
塗
り
は
施
主
が
友
人
ら
と

作
業
に
取
り
組
む
＝
写
真
。

　
同
社
は
、
蓄
熱
式
床
暖
房

の
開
発
を
起
源
に
１
９
８
７

年
創
業
。「
ダ
ン
ハ
ウ
ス
」

ダ
ン
ハ
ウ
ス
の
家
づ
く
り

「
暖
か
い
家
」
制
作
し
て
１
０
０
棟
目

４
年
ぶ
り
に

流
鏑
馬

修
理
は
お
ま
か
せ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に

　

鎌
倉
か
ら
63
万
円

葉
山
の
森
保
全
セ
ン
タ
ー

森
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

鎌
倉
ま
つ
り
で

お
も
ち
ゃ
病
院
鎌
倉

石渡社長（右）と中川さん
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夏
と
秋
が
多
い
が
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
に
季
節
の
主
役
が
豊

富
で
脇
役
に
も
事
欠
か
な

い
。
特
に
春
か
ら
初
夏
は
気

持
ち
が
よ
い
。
桜
の
後
は
、

藤
、
ひ
な
げ
し
、
バ
ラ
が
、

入
り
口
近
く
の
池
に
は
睡
蓮

が
花
を
開
く
。
あ
ま
り
に
気

持
ち
が
よ
い
の
で
多
く
の
家

族
連
れ
が
芝
の
上
で
弁
当
を

広
げ
る
。
人
間
だ
け
で
な

い
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ヤ
マ

ガ
ラ
、
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
が
合

唱
す
る
。
ふ
わ
り
と
舞
っ
て

い
る
の
は
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
。

　
う
〜
ん
、
か
ら
だ
が
、
の

び
る
。
水
彩
　
46
×
61
㎝

　
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

は
何
度
も
描
い
て
い
る
。
初

65

「
ひ
な
げ
し
」黒

川　

明

の
社
名
が
示
す「
暖
か
い
家
」

の
住
ま
い
づ
く
り
は
、
年
間

３
棟
ま
で
と
上
限
を
設
け
一

つ
一
つ
の
家
に
時
間
と
愛
情

を
か
け
て
施
工
し
て
い
る
。

　
同
社
で
30
年
ほ
ど
前
に
家

を
建
て
た
葉
山
の
中
川
六
郎

さ
ん
は
自
ら
住
み
心
地
の
よ

さ
を
伝
え
同
社
の
Ｐ
Ｒ
活
動

に
一
役
。石
渡
社
長
（
46
）
は

　
５
月
27
・
28
の
両
日
、
オ

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
ダ
ン

ハ
ウ
ス
☎
０
４
６
・
８
８
４

 

・
４
５
８
８

 （
２
面
下
に
広
告
を
掲
載
）

　
鎌
倉
ま
つ
り
の
「
流
鏑 

馬
」
が
好
天
の
４
月
16
日
鶴

岡
八
幡
宮
で
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
観
客
で
に

ぎ
わ
っ
た
＝
写
真
。

　
大
日
本
弓
馬
会
武
田
流
一

門
に
よ
る
奉
納
で
、
主
催
の

鎌
倉
市
観
光
協
会
が
、
新
型

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料

で
修
理
す
る
「
お
も
ち
ゃ
病

院
鎌
倉
」
が
４
月
か
ら
笛
田

の
教
養
セ
ン
タ
ー
で
も
開
設

さ
れ
、便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

　
修
理
を
す
る
の
は
、
30
代

〜
80
代
の
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
。
流
鏑
馬
の
観
覧
は
リ

ス
ト
バ
ン
ド
購
入
者
限
定

（
６
０
０
本
）で
、発
売
初
日
に

完
売
し
た
。収
益
の
一
部
は

復
興
支
援
に
活
用
さ
れ
る
。

　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

　〝
い
い
家
〞
と
は
ど
ん
な
家

で
し
ょ
う
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
家
で
す
か
。
プ
レ
ハ
ブ
の
家

で
す
か
。
そ
れ
と
も
昔
な
が
ら

の
木
造
の
家
で
す
か
。

　
私
は
支
え
る
躯く

た
い体
は
何
で
も

よ
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
目

に
見
え
る
部
分
・
直
接
触
る
部

分
が
本
物
で
あ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
合
板
・

ビ
ニ
ー
ル
で
で
き
て
い
た
ら
寂

し
い
気
が
し
ま
す
。
新
し
い
う

ち
は
ま
だ
よ
い
の
で
す
が
、
年

数
が
経
っ
て
く
る
と
そ
の
違
い

が
は
っ
き
り
出
て
き
ま
す
。
本

物
の
材
料
は
経
年
す
る
こ
と
で

そ
の
材
の
持
つ
本
質
が
味
わ
い

に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
檜
や
杉

を
見
て
も
新
し
い
う
ち
は
薄
黄

色
が
か
っ
て
見
え
ま
す
が
、
経

年
す
る
こ
と
で
そ
の
木
の
樹
脂

が
滲
ん
で
薄
い
飴
色
に
変
化
し

て
き
ま
す
。
化
学
物
質
の
材
料

は
太
陽
光
や
照
明
か
ら
出
る
紫

外
線
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
劣
化

が
進
み
古
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
も
し
ご
自
分
の
家

の
柱
が
芯
持
ち
の
材
料
で
作
ら

れ
て
い
た
ら
、
雑
巾
で
磨
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。
飴
色
に
変

わ
っ
て
い
る
素
肌
が
見
え
て
き

ま
す
。
よ
く
あ
る
事
で
す
が
、

汚
れ
防
止
に
つ
け
て
あ
る
砥と

の

粉
が
残
っ
て
い
て
、
白
く
汚
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
き
れ
い
に
拭
き
取

ら
れ
た
柱
を
見
て
、
改
装
を
中

止
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
障

子
紙
・
漆
喰
・
聚
楽
・
和
紙
・

イ
グ
サ
・
檜
・
杉
な
ど
日
本
の

建
築
素
材
は
日
本
の
気
候
風
土

に
合
わ
せ
て
で
き
て
い
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

い
い
家
に
暮
ら
す
④

108

「
ダ
ン
ハ
ウ
ス
の
仕
様

は
創
業
当
初
か
ら
さ
ほ

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

１
０
０
年
、
２
０
０
年

と
長
く
住
み
続
け
る
家

づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
」
と
話
す
。

ー
約
20
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

集
ま
っ
て
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
お
も

ち
ゃ
を
修
理
し
て
次

の
活
動
日
に
引
き
渡

す
。
費
用
は
無
料
で

部
品
交
換
の
場
合
は

実
費
負
担
。
昨
年
開

設
20
周
年
を
迎
え
、
助
成
金

で
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入

し
て
部
品
な
ど
の
作
成
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
鞍
掛
勝
雄
さ
ん
（
83
）
は
、

動
か
な
く
な
っ
た
汽
車
の
お

も
ち
ゃ
を
ど
う
い
う
仕
組
み

で
動
く
か
を
追
及
し
て
修

理
。
会
長
の
大
嶋
武
志
さ
ん

（
75
）は
、「
仕
事
を
辞
め
た
後

も
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も

つ
こ
と
が
大
切
。
修
理
を
楽

し
み
、
で
き
た
と
き
の
喜
び

を
共
有
で
き
る
の
が
何
よ

り
。
人
手
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
」と
話
す
。

　
鎌
倉
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

毎
月
第
１
水
曜
・
第
３
土
曜
、

教
養
セ
ン
タ
ー
で
偶
数
月
の

第
２
土
曜
、
笛
田
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
奇
数
月
の
第

２
火
曜
。受
付
は
10
〜
14
時
。

問
合
せ
大
嶋
さ
ん
☎
０
９
０ 

 

・
８
８
８
５
・
１
１
１
９

　
市
民
団
体
「
鎌
倉
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
ズ
」、
大
船
観
音
寺
、

　
鳩
サ
ブ
レ
ー
の
豊
島
屋
、

社
会
人
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

「
鎌
倉
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｆ
Ｃ
」
の
４
者
は
、
２
月

24
日
に
鎌
倉
駅
と
大
船
駅
で

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援
の

募
金
活
動
、
及
び
大
船
観
音

寺
で
行
っ
た
募
金
、
御
朱
印

な
ど
を
合
算
し
た
浄
財
を
４

月
11
日
、
東
京
都
の
麻
布
に

あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に

届
け
た
＝
写
真
は
同
団
体
提

供
。
寄
付
金
額
は
６
３
２
，

６
１
５
円
。

　
鎌
倉
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
の

大
津
定
博
代
表
は
、「
書
記

官
は
日
本
の
多
く
の
方
か
ら

の
支
援
に
感
謝
し
て
い
た
。

現
地
は
い
ま
だ
厳
し
い
状
況

で
、
年
末
年
始
は
電
力
不
足

が
続
き
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え

て
い
た
と
聞
い
た
。
今
後
も

忘
れ
る
こ
と
な
く
見
守
っ
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

　
葉
山
の
森
保
全
セ
ン
タ
ー

が
３
月
12
日
、
一
色
の
森
林

で
整
備
活
動
を
行
っ
た
＝
写

真
。
防
災
の
観
点
か
ら
伐
採

の
必
要
が
あ
る
樹
齢
70
年
以

上
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
40
㎝

ほ
ど
に
切
り
分
け
搬
出
、
地

域
資
源
と
し
て
ベ
ン
チ
な
ど

に
活
用
し
て
い
く
。

　
同
会
は
同
所
と
上
山
口
の

唐
木
作
の
２
カ
所
に
活
動
拠

点
の
森
を
保
有
し
、
先
に
整

備
を
進
め
て
い
る
唐
木
作
の

森
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
地
元
の
幼
稚
園
児

な
ど
に
も
開
放
し
て
い
る
。

　
伝
統
工
法
の
大
工
と
し
て

２
０
１
７
年
か
ら
上
山
口
で

工
務
店
を
営
む
藤
本
嶺
さ
ん

（
33
）
は
、
森
林
整
備
は
従

来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
限

界
が
あ
り
、
万
人
に
恩
恵
を

も
た
ら
す
林
業
と
し
て
成
り

立
た
せ
た
い
と
２
０
２
１
年

に
同
会
を
設
立
。
現
在
会
員

は
約
１
８
０
人
、
全
国
へ
と

連
携
を
拡
げ
て
い
る
。
活
動

内
容
の
難
易
度
や
危
険
度
に

応
じ
て
老
若
男
女
が
参
加
し

て
お
り
、
学
生
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
よ
う
月
５
０
０
円

で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
れ
る

仕
組
み
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
る
。
　
　
　
　（
Ｋ
）


